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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月23日(2018.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発酵乳タイプの液体状又は半液体状製品を製造する方法であって、
ａ）乳性混合物を容器（３）に収容するステップと、
ｂ）前記基本混合物を加熱処理するステップと、
ｃ）前記基本混合物に、基本混合物の少なくとも１０8ＣＦＵ／ｍｌの濃度に応じた乳酸
菌株を加え、乳酸菌株が加えられた前記基本混合物を、所定時間熱処理するステップと、
ｄ）乳酸菌株が加えられた前記混合物において形成される凝固物を破壊するよう、乳酸菌
株が加えられた前記混合物を撹拌し、前記容器（３）において前記発酵乳タイプの液体状
又は半液体状製品を製造するステップと、
を含む方法において、
　ヨーグルト型発酵乳を得るよう、前記乳酸菌株は、ラクトバチルス・ブルガリクスとス
トレプトコッカス・サーモフィルスとの混合物を含んでいる、方法。
【請求項２】
　前記発酵乳タイプの液体状又は半液体状製品は、ヨーグルトである、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基本混合物に、基本混合物の少なくとも１０8ＣＦＵ／ｍｌの濃度に応じた乳酸菌
株を加える前記ステップは、前記基本混合物に、基本混合物の１０9ＣＦＵ／ｍｌを超え
る濃度に応じた乳酸菌株を加えるステップを含む、
請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記基本混合物に乳酸菌株を加えるステップｃ）は、
　前記容器（３）から一部の前記基本混合物を取り出すステップと、
　取り出した前記一部の前記基本混合物に前記乳酸菌株を加えるステップと、
　乳酸菌株を加えた前記一部の混合物を攪拌するステップと、
　乳酸菌株を加えた前記一部の混合物を前記容器（３）に戻すステップと、
を含んでいる、
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請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　糖を加えるステップをさらに含む、
請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記混合物の７０重量％未満の割合である量の糖が、前記基本混合物に加えられる、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記発酵乳の撹拌と凍結のために、前記発酵乳が攪拌と同時に冷却される次ステップを
含む、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記基本混合物を加熱処理する前記ステップｂ）は、前記基本混合物を３８℃～４５℃
の間の温度値に加熱するステップを含む、
請求項１から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記基本混合物を加熱処理する前記ステップｂ）の後に、前記基本混合物を加熱処理す
る前記ステップｂ）において達した温度値で、前記基本混合物を、所定時間、静置させて
おくステップを含む、
請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記所定時間は５～１５分の時間である、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記基本混合物に乳酸菌株を加え、乳酸菌株が加えられた前記基本混合物を熱処理する
前記ステップｃ）は、前記基本混合物を３８℃～４５℃の間の温度値に、所定時間維持す
るステップｅ）を含む、
請求項１から１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記基本混合物を３８℃～４５℃の間の温度値に維持する前記ステップｅ）は、
ｅ１）乳酸菌株が加えられた前記乳性混合物を攪拌する第一サブステップと、
ｅ２）乳酸菌株が加えられた前記乳性混合物を攪拌することなく静置する第二サブステッ
プと、
をこの時間順序で含んでいる、
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　乳酸菌株が加えられた前記乳性混合物を攪拌する前記第一サブステップｅ１）は、１０
分未満継続される、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　乳酸菌株が加えられた前記乳性混合物を攪拌することなく静置する第二サブステップｅ
２）は、熱処理システムを断続的に作動させるステップを含む、
請求項１２又は１３に記載の方法。
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